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１．調査概要

• 調査目的

本調査は、練馬区における看取り死（死亡診断書が発行された死亡）の状況を分析することで、在宅
療養環境整備の進捗状況を把握し、施策に活かすことを目的とする。

• 調査方法

厚生労働省が実施する人口動態調査の死亡票を区独自に集計・分析した。

• 調査期間・対象

令和５年１月１日～令和５年12月31日に死亡した練馬区民を対象にした。また令和４年以前分につい
ては過年度の分析結果を用いた。
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２-１．練馬区の死亡者数：死亡分類別の経年変化（実数）

看取り死：病死・自然死のうち医師（監察医・嘱託医以外）が死亡診断書を発行したもの。
異状死 ：看取り死以外の病死・自然死のほか、交通事故等での死のうち、監察医・嘱託医が死体検案書を発行したもの。

4,674 4,774 4,912 5,109 5,148 5,228 5,339 5,555
6,259 6,070

468 466 468
554 578 598 645

616

741
739

363 345 355
336 388 366

400
422

451
462

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

①看取り死
：年平均成長率 +3%*²

②異状死（病死・自然死）
；年平均成長率 +5%*²

③異状死（病死・自然死以外）
；年平均成長率 +3%*²

5,505 5,585 5,735
5,999 6,114 6,192

6,384
6,593

7,451
7,271

-2%

（人）

✓平成26年から令和４年にかけて死亡者数は増加の一途を続けてきたが、令和４年から令和５年にかけては２%減少した。
また、看取り死数も令和４年から令和５年にかけて３％減少した。

－189人
(－3％ *1)

*1) 令和４年→令和5年の増減率
*2）平成26年→令和５年の年平均成長率
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２-２．練馬区の死亡者数：死亡分類別の経年変化（割合）

✓看取り死数※1と異状死数※2の割合に、経年での大きな変化は認められない。

85% 85% 86% 85% 84% 84% 84% 84% 84% 83%

9% 8% 8% 9% 9% 10% 10% 9% 10% 10%

7% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6%

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

①看取り死

②異状死（病死・自然死）

③異状死（病死・自然死以外）

※1 看取り死：病死・自然死のうち医師（監察医・嘱託医以外）が死亡診断書を発行したもの。
※2 異状死 ：看取り死以外の病死・自然死のほか、交通事故等での死のうち、監察医・嘱託医が死体検案書を発行したもの



3,691 3,737 3,715 3,896 3,803 3,735 3,593 3,540 3,748 3,581

427 480 562
549 619 664 832 1,066

1,178
1,117

356 397 469
474 540 618 677

749

1,103
1,113

31 30
22

24 14 24 47
26

24 40

63

平成30年

85

102

令和元年

74

116

令和2年

57

43

111

令和3年

52

154

58

令和4年

39

180

平成26年 令和5年

87

平成27年

86

58

平成28年

102

64

平成29年

109

4,674 4,774
4,912

1175,148 5,228 5,339
5,555

6,259
6,070

5,109

-3%

＋112人
(＋11％ *1)

＋354 人
(＋47％ *1)

＋10 人
(＋1％ *2)
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３-１．練馬区の看取り死の状況：死亡場所別の経年変化（実数）

「④老人ホーム」は、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホームなどを含む。
「⑥その他（空白を含む）」は、空白のほか、障害者支援施設、警察署、屋外施設などを含む。

（人）

⑥その他（空白含む）

⑤老健・介護医療院

④老人ホーム

③自宅

②診療所

①病院

*1) 令和３年→令和４年の増減率
*2) 令和４年→令和５年の増減率
*3）平成26年→令和５年の年平均成長率

＋208人
(＋6％*1)

+11%*³

-1%*³

+10%*³

－61人
(－5％ *2)

－167人
(－5％*2)

✓死亡場所別の看取り死数の推移をみると、令和４年から令和５年にかけて看取り死数の合計は３％減少したが、老人ホーム
における看取り死数は増加した。
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３-２．練馬区の看取り死の状況：死亡場所別の経年変化（割合）

「④老人ホーム」は、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホームなどを含む。
「⑥その他（空白を含む）」は、空白のほか、障害者支援施設、警察署、屋外施設などを含む。

79% 78% 76% 76% 74% 71%
67% 64% 60% 59%

9% 10%
11% 11% 12%

13%
16%

19%
19% 18%

8% 8% 10% 9% 10% 12% 13% 13%
18% 18%

1% 1% 1% 1% 1% 2% 2% 2% 2% 3%
1% 1% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 1%

平成26年

2%

令和元年

1%

平成27年

2%

令和2年

1%

平成28年

2%

令和3年

1%

平成29年

2%

令和4年

1%

平成30年

2%

令和5年

2%

⑥その他（空白含む）

⑤老健・介護医療院

④老人ホーム

③自宅

②診療所

①病院

✓死亡場所別の看取り割合の推移をみると、平成29年以降病院における看取り割合は減少傾向にあり、令和５年は59%で、
平成26年以降で最も低い割合であった。



302
354

397
353

407 408
507

679
736 723

37

47
63

81 84

101

132

151 140

26

26 25

22

1
1

20 5

2 6

4

5

5 12

28
15

24

12
20

19

24

16

12

16

17
17

2

15

11

16

15

12

23
13

1
3

2

4

14

14

14
9

6
6

1

平成26年

27

8

190

44

166

23

令和4年

23
35

147

49

令和2年 令和3年

15

令和5年

152

23

令和元年

9

104

25

平成30年

68

平成29年

15

47

平成28年

27

34

480

562 549

619
664

832

1,066

1,178

1,117

平成27年

427

-5%

＋19人
(＋14％*2)
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４-１．在宅（自宅）看取りの状況：医療機関所在地別の経年変化（実数）

（人）

⑨不詳

⑧その他の都道府県

⑦埼玉県

⑥その他の東京都（都下）

⑤その他の特別区

④北区

③豊島区

②板橋区

①練馬区

＋57人
(＋8％ *2)

＋24人
(＋14％ *2)

-13人
(-2％ *2)

－11人
(-7％*2)

－43人
(-23％ *2)

✓令和４年から令和５年にかけて、在宅看取り数の全体は５％減少したが、区内医療機関による在宅看取り数は２%の減少に
留まった。

• 新宿区 58人
• 杉並区 34人
• 中野区 23人
• その他 32人
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４-２．在宅（自宅）看取りの状況：医療機関所在地別の経年変化（割合）

（人）

71% 74% 71%
64% 66%

61% 61% 64% 62% 65%

8%
8%

8%

11%
13%

13% 12%
12% 13%

13%

6%
6%

5%
5%

4%

4%

4%

1%
1%

3%

3% 3%
4%

3%
2%

2% 2% 1% 2%
1%

1%
5%

1%
1% 2% 1% 1%

1%
1% 1% 3% 1% 0%

平成30年

16%

3%4%

平成26年 令和元年

3%

18%

2%2%
4%

令和2年

3%

16%

2%

7%

平成27年

4%

1%

16%

4%

平成28年

9%

令和4年令和3年

2%

13%

4%
4%

平成29年

11%

令和5年

⑨不詳

⑧その他の都道府県

⑦埼玉県

⑥その他の東京都（都下）

⑤その他の特別区

④北区

③豊島区

②板橋区

①練馬区

• 新宿区5%
• 杉並区3%
• 中野区2%
• その他3%

✓令和５年における区内の医療機関による在宅看取り割合は65%であり、過去５年間の中で最も高い割合であった。
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５ｰ1．年間在宅看取り件数別の練馬区内医療機関数

25

40

26 27

42
38

26 24 22
26

34

32

30 30

29

27

38

35
35 29

1 1

4

6

3
3

1

1

1

1

1
2

3
3

1

1

1
1

3
3

8

2

平成
28年

7

2

平成
29年

6

平成
30年

5

令和
元年

5

2

5

令和
２年

12

2

平成
26年

6
2

令和
３年

8

2

令和
４年

7

平成
27年

令和
５年

66

81

68 67

2

76
74

78
75

72

82

51件以上

41-50件

31-40件

21-30件

11-20件

2-10件

1件

✓令和４年から令和５年にかけて、年間21件以上の在宅看取りをした医療機関数は変化がなく、年間20件以下の在宅看取り
をした医療機関数は３件減少した。
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５ｰ2．医療機関の年間在宅看取り件数区分別の看取り件数と割合

25 40 26 27 42 38 26 24 22 26

146 137
128 128

143
122 165

133 149 122

25

45 53
103

144
50

54

76

7634

35 31
69

38

37

70
100

11044

42 48
49

115

169

232
235

平成
26年

97

0
0

平成
27年

115

0

平成
28年

108

21

0 0

平成
29年

81

0
0

平成
30年

63

0 0 0

72

令和
元年

59

0

0

令和
２年

179

令和
３年

108

令和
４年

0

令和
５年

302

354

397

353

103

367

452

671

735
721

407

51件以上

41-50件

31-40件

21-30件

11-20件

2-10件

1件

8%
11%

7% 8% 10% 10%
6% 4% 3% 4%

48%
39%

32%
36%

35% 33%
37%

20% 20% 17%

8% 13%

13%
6% 25%

39%

11%

8%

10%
11%

11% 10%

8%

20%

9%

8%

10%

14%
15%

11%

6%

7% 7%

25% 25%
32% 33%

24%

平成
26年

27%

平成
27年

29%

平成
28年

31%

平成
29年

20%

平成
30年

17%

令和
元年

13%

令和
２年

27%

令和
３年

15%

令和
４年

14%

令和
５年

✓年間在宅看取り件数が21件以上の医療機関の割合は平成29年以降増加傾向にあり、令和５年は66%で、平成26年以降で
最も高い割合となった。また、令和５年における年間在宅看取り件数が51件以上の医療機関の割合は33％であり、平成26年
以降で最も高い割合であった。
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６-１．将来推計方法

✓ 将来の死亡者数に関する推計は、昨年度と同様の方法で実施した。

「異状死」、「その他の場所での死亡」は、一定の頻度で発生すると仮定。
「異状死」は直近３年の全死亡者数に対する割合、「その他の場所での死亡」は直近３年の
全看取り死に対する割合の平均を用いた。

在宅・施設での死亡者総数：総死亡者数から以下の全領域の推計値を引いて算出。

異状死

看
取
り
死

「その他の場所」での死亡

「医療機関」での死亡

「在宅・施設（老人ホーム、特養、
老健））」での死亡

将
来
の
死
亡
者
数

直近の実績値を基準に「医療機関看取り」と「在宅・施設看取り」の比率が５年ごとに５％ずつ
減少すると仮定。

在宅・施設での各死亡者数：在宅と施設の看取りの比率が直近の実績値で推移すると仮定。
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６-２．死亡者数の将来推計

✓後期高齢者人口がピークを迎える令和37年（2055年）頃には、在宅または施設で看取る必要がある人数は3,129人になる
と推計される。

1,038 1,192 1,201 1,090 1,135 1,143 1,137 1,141 1,174 1,236 1,293

866

1,257 1,293 2,329
2,497 2,591 2,652 2,737 2,894

3,129
3,359

1,066

1,178
1,117

36

3,385

令和12年
(2030)

36

3,336

令和17年
(2035)

36

3,245

令和22年
(2040)

3,181

令和27年
(2045)

37

3,195

令和32年
(2050)

3936

令和37年
(2055)

26

3,597

令和3年
(2021)

24

3,800
3,282

令和4年
(2022)

40

3,620

令和5年
(2023)

6,593

7,451

34

6,777
7,053 7,106 7,070 7,095

7,3007,271

令和42年
(2060)

8,039

40

3,347
3,324

令和7年
(2025)

7,686

（人）

在宅・施設で
看取る必要のある人数

在宅 施設 医療機関 その他の場所 異状死

在宅または施設で
看取る必要がある人数

推計値

出所：死亡分析結果、国立社会保障・人口問題研究所の生残率・練馬区人口ビジョンの将来人口推計を元に推計
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６-3．在宅・施設での看取り件数の将来推計

✓後期高齢者人口がピークを迎える令和37年（2055年）頃には、在宅では1,450人を、施設では1,679人を看取る必要があ
ると推計される。

866

1,257 1,293 1,250 1,340 1,390 1,423 1,468 1,553 1,679 1,802

1,066

1,178 1,117 1,080
1,157 1,201 1,229 1,269

1,341
1,450

1,557

令和27年
(2045)

7,300

令和32年
(2050)

7,686

令和37年
(2055)

8,039

7,053

令和3年
(2021)

令和4年
(2022)

令和5年
(2023)

6,777

令和42年
(2060)

令和7年
(2025)

令和12年
(2030)

7,106

令和17年
(2035)

7,070

令和22年
(2040)

1,932

7,095

2,410 2,329
2,497

2,591
2,435

2,737
2,894

3,129

3,359

2,652

出所：死亡分析結果、国立社会保障・人口問題研究所の生残率・練馬区人口ビジョンの将来人口推計を元に推計

在宅で
看取る必要がある人数

施設で
看取る必要がある人数

（人）

死亡者数（全体）

在宅で
看取る必要のある人数

施設で
看取る必要のある人数

在宅

施設

推計値
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参考資料



26% 24%
21%

47%

15%

3%

20%

10% 12%
15%

6%

6%

11%

20%

4% 5%

1%

17%

23%

18%

7%

8%

15%

23%

4%

4%

3%

6%

3%

1%

1%

5%
1%

0%
1%

10%
5%

13%
18%

10%
7% 5%

①病院

3%

3%

3% 15%

10%

②診療所

2%

③自宅

2%

2%

27%

61%

④老人
ホーム

2%

5%

48%

⑤老健・
介護医療
院

3%

3%

3%

25%

⑥その他
（空白含
む）

①悪性新生物

23%

③脳血管疾患

④肺炎

⑤その他の呼吸器系疾患

全体

②心疾患

⑦腎疾患

9%
⑧老衰（認知症含む）

⑨その他の死因
(未記入含む）

⑥肝疾患

【参考】死亡場所別の死因の変化（令和元年・令和５年）

31% 31%
24%

49%

13% 10%

21%

11% 13%

7%

7%

9% 13%

13%

4%
5%

1%

4%

4%

17%

20%

19%

8%

7%

11%

8%

4%

4%

5%

4%

4%

2%

2%

1%

0%

1%

17%

3%

1%

2%

12% 15%
22%

5% 4% 5%

1%

16%

全体

3%

6%

①病院

1%

9%

11%

②診療所

23%

③自宅

61%

3%
53%

⑤老健・
介護医療
院

38%

⑥その他
（空白含
む）

①悪性新生物

1%

③脳血管疾患

④肺炎

⑤その他の呼吸器系疾患

④老人
ホーム

②心疾患

⑦腎疾患

2%

⑧老衰（認知症含む）

⑨その他の死因
(未記入含む）

⑥肝疾患

全体 死亡場所別

令和元年

15

全体 死亡場所別

令和5年

✓令和元年から令和５年にかけて、病院での悪性新生物の看取り割合は７％減少し、肺炎と老衰の看取り割合は３%増加した。
また、自宅での悪性新生物の看取り割合は２%減少し、老衰の看取り割合は４%増加した。
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【参考】死亡場所別_施設の死因の変化（令和元年・令和５年）

10%
15%

6%
10% 9%

10%
8%

8%

10%
19%

3%
3% 10%

4%
7%

9%

5%

30%

7%
4%

2%

4%

6%
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n=800 n=349 n=321 n=10 n=1 n=118 n=1293 n=632 n=414 n=46  n=16  n=180 

全体 死亡場所別

令和元年 令和5年

全体 死亡場所別

✓令和元年から令和５年にかけて、有料における悪性新生物の看取り割合は８％、特養における老衰の看取り割合は９％増加
した。
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【参考】看取り場所の変化
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①病院 ②診療所 ③自宅 ④老人ホーム ⑤老健・介護医療院

コロナ禍

年平均成長率

コロナ前 コロナ後

-2% -4%

+3% +7%

+7% +10%

+1% ±0%

✓近年、病院から自宅および施設での看取りに移行しつつある。
✓コロナ禍後、令和３年までは自宅における看取り割合が顕著に増加していたが、令和３年から令和４年にかけて、老人ホー
ムにおける看取り割合が顕著に増加した。その後、令和５年には自宅における看取り割合と老人ホームにおける看取り割合
は18%と同割合であった。
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【参考】看取り場所別の死因別看取り患者の変化（実数）
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✓コロナ禍以降、病院における悪性新生物の看取り数は減少、自宅では増加傾向にあったが、令和４年から令和５年にかけて、
病院では増加、自宅では減少に転じた。
✓老人ホームにおける老衰の看取り数はコロナ以降までは増加傾向であったが、令和４年から令和５年にかけて減少に転じた。



19

【参考】看取り場所別の死因別看取り患者の変化（割合）
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✓令和元年から令和４年にかけて、病院の悪性新生物看取りの割合は減少傾向にあったが、令和４年から令和５年にかけては
増加に転じ、令和５年における悪性新生物看取りの割合は肺炎看取りの割合を上回った。
✓令和３年から４年にかけて、自宅の老衰看取りの割合は減少したが、令和４年から令和５年にかけて増加に転じ、令和５年
における自宅の老衰看取りの割合は令和元年以降で最多であった。
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【参考】死因別の看取り場所別看取り患者の変化（実数）
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✓死因の上位３疾患に関する令和４年から令和５年の死亡場所の変化を見ると、悪性新生物の看取り数は病院と老人ホームで
増加したが、自宅では顕著に減少した。老衰は自宅で増加したが、老人ホームでは減少した。肺炎は病院が顕著に減少した。
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【参考】死因別の看取り場所別看取り患者の変化（割合）
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✓死因の上位３疾患に関する令和４年から令和５年の死亡場所の変化を見ると、悪性新生物の看取り割合は病院と老人ホームで
増加したが、自宅では顕著に減少した。老衰の割合は自宅で増加したが、老人ホームでは減少した。肺炎は病院が令和２年から
令和４年の傾向に引き続き減少した。
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【参考】死亡場所別の死因の変化（令和４年・令和５年）
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✓令和４年から令和５年にかけて、自宅における悪性新生物の看取り割合は４％減少したが、病院における悪性新生物の看取
り割合は２%、老人ホームは３%増加していた。
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【参考】施設看取り（老健・介護医療院含む） _死亡場所別の看取り数の経年変化（実数）

（人）

老健・介護医療院

グループホーム

サ高住

特養

有料

その他（不詳を含む）

*1) 令和3年→令和4年の増減率
*2) 令和4年→令和5年の増減率

＋90人
(＋27％*1)

＋234人
(＋61％*1)

－6人
(-1％*²)

＋13人
(＋3％*²)

✓令和３年から令和４年にかけて有料と特養の看取り数は顕著に増加したが、令和４年から令和５年にかけては有料の看取り
数の伸びは鈍化し、特養はほぼ横ばいであった。
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【参考】施設看取り（老健・介護医療院含む） _死亡場所別の看取り数の経年変化（割合）

「老人ホーム」は、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホームなどを含む。
「その他（空白を含む）」は、空白のほか、障害者支援施設、警察署、屋外施設などを含む。
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✓令和４年と令和５年における死亡場所の施設看取り割合を比較すると、有料と特養の看取り割合に大きな変化は見られな
かった。
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【参考】施設看取り（老健・介護医療院含む） _死因の変化（令和４年・令和５年）
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全体 死亡場所別

令和4年 令和5年

全体 死亡場所別

✓令和４年から令和５年にかけて、有料における悪性新生物の看取り割合と特養における老衰の看取り割合は、共に６％増加
していた。
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【参考】令和４年の死亡者数－死亡場所・死亡分類別（世田谷区との比較）

✓ 両区を比較すると、自宅・特養における看取りの割合は同等レベルであったが、有料老人ホームの看取り割合は練馬区
が世田谷区より約４％少なかった。

68

19

3,706
(47.5%)

376 
(4.8%)

117

1

1,272
(16.3%)

659
(8.4%)

955
(12.2%) 6

12

413
(5.3%)

9

82

1

16

7

45

2

4,082
(52.3%)

118
(1.5%)

1,950
(25.0%)

973
(12.5%)

422
(5.4%)

84
(1.1%)

33
(0.4%)

17
(0.2%)

7
(0.1%)

115
(1.5%)

看取り死 異状死 不明

死亡の状況－死亡場所・死亡分類別

[人]
練馬区

65

病院

52

4
診療所

1,178
(15.8%)
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【参考】令和４年における看取り死の比較－年齢区分・死亡場所別（世田谷区との比較）

✓ 練馬区は55～64歳の自宅における看取りが約30%であり、世田谷区と比較して多かった。また、両区とも85歳以上では医療機
関以外での看取りが約半数であった。
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24%

65-74歳

65%

20%

12%

75-84歳

49%

18%

29%

85%
13

5
12

24

85歳以上

280
590

1,444

4,194

106

48%

病院 診療所 自宅 老人ホーム 介護医療院・老健 その他（空白含む）
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【参考】令和４年における看取り死の比較－死因・死亡場所別（世田谷区との比較）

✓ 両区とも悪性新生物では約50%、老衰では約80%が自宅・施設における看取りであった。

13%
1%

②心疾患

80%
1%
8%10%

③脳血
管疾患

81%

1%
8%
9%

50%

⑤肺炎

19%

2%

24%

52%

3%

⑩老衰（認
知症を含
む）

1,639

677

251

1,018

1,664

3%

33%

13%

①悪性
新生物

68%

1%
16%

1%

看取り死における死亡場所の内訳（主な死因別）

病院 診療所 自宅 老人ホーム 老健・介護医療院 その他（空白含む）[人]

世田谷区練馬区

5%
5%
1%

③脳血
管疾患

83%

1%
7%

7%
2%

⑤肺炎

2%

1%

20%

50%

6%

⑩老衰（認
知症を含
む）

1,580

668

245

969

1,380

53%

38%

8%

①悪性
新生物

72%
23%

12%
10%
2%

②心疾患

88%

※両区の死因分類定義を揃えるため、新型コロナウイルス感染症をその他として集計
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【参考】令和４年における看取り死の比較－死亡場所・死因別（世田谷区との比較）

✓ 看取り死全体における死因の内訳は両区で概ね同じ傾向だが、自宅における死因の内訳はやや傾向が異なり、練馬区では悪性
新生物が約半数であった。

25%

22%

42%

20%

2%

11%

10%

12%

8%

6%

11%

4%

1%

1%

2%

57%

15%

22%

25%

8%

31%

57%

69%

21%全体

5% 29%病院

6% 11%自宅

6% 10%有料

7% 7% 14%特養

21%老健・介護医療院

6,668

3,706

1,272

955

413

82

看取り死における死因の内訳（主な死亡場所）

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎 老衰（認知症を含む） その他（空白含む）

25%

22%

51%

17%

3%

4%

11%

13%

7%

10%

4%

1%

1%

2%

15%

21%

5%

5%

12%

22%

9%

23%

57%

73%

52%

23%全体

6% 29%病院

13%自宅

6% 7% 12%有料

6% 12%特養

20%老健・介護医療院

6,259

3,748

1,178

619

420

154

世田谷区練馬区

※両区の死因分類定義を揃えるため、新型コロナウイルス感染症をその他として集計
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